
まちの話題

防災行政無線 戸別受信機、　　　　　

無償貸与します

職員の給与費・特別職の報酬等の公表

議会の新体制

まちからのお知らせ

暮らしの情報

地域包括支援センター、　　　　　　　　

観光まちづくり協会だより

東栄っこ通信・ふるさと歌壇 他

人口・カレンダー 他

……………………………… p4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

………………… p5

… p6

…………………………… p7

……………… p8.9

…………………………… p10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　……………… p.11

　　　　　　　　　　　…… p12.13

………………… p14.15

自転車でめぐる東栄町
◎特 集

2021

No.738
6

広報とうえい

タブレット端末を



2

自
転
車
で
め
ぐ
る
東
栄
町

〜
サ
イ
ク
リ
ス
ト
歓
迎
の
ま
ち
構
築
事
業
〜

サ
イ
ク
リ
ス
ト
歓
迎
の
ま
ち

構
築
事
業
と
は

地
域
と
の
連
携

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
県
と
東
三
河
８
市

町
村
が
中
心
と
な
り
令
和
３
・
４
年
度
に

推
進
す
る
「
東
三
河
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。 

「サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
自
転
車

に
よ
る
ま
ち
め
ぐ
り
で
、
地
域
の
経
済
循

環
を
図
り
ま
す
。

※
サ
イ
ク
リ
ス
ト
…
自
転
車
愛
好
家
の
こ
と

　

町
内
の
事
業
者
・
地
元
サ
イ
ク
リ
ス
ト
・

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
や
、
町
の
新
た

な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
東
栄
町
な
ら
で
は
の
魅
力
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
経
済
循
環
の
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
を
中
心
に
し
た

有
志
団
体
「
ぽ
た
り
ん
」
に
よ
り
、
平
成

㕳㕰
年
度
か
ら
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
東
栄
ま
ち
め
ぐ
り

サ
イ
ク
リ
ン
グ
」が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
は
、
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
会
の
取
り
組
み
で
「
サ
イ
ク
リ
ス
ト
歓

迎
の
ま
ち
構
築
準
備
事
業
」
が
行
わ
れ
、

準
備
期
間
と
し
て
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
の
策
定
準
備
、
マ
ッ
プ
の
試
作
、
ガ
イ

ド
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
モ
ニ
タ
ー
開
催
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

新発見



（
予
定
）

ジャパンエコトラックＵＲＬ
https://www.japanecotrack.
net/menu156/contents1166

観光まちづくり協会
ホームページ ＵＲＬ
https://www.toeinavi.jp/

広域サイクリングルートについては
ジャパンエコトラック

東三河エリアＨＰをご覧ください。
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今
後
の
取
り
組
み
及
び
そ
の
詳
細
に

つ
い
て
は
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
」
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

普
段
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
方
へ
向
け
た
取
り
組
み

普
段
自
転
車
に
乗
っ
て
い
な
い
方
へ

向
け
た
取
り
組
み

自
転
車
を
通
じ
た
観
光
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
取
り
組
み



問合せ 東栄町商工会　　☎７６ ・ ０５30

問合せ 教育課　　☎７６ ・ ０５09

ブラスバンド

4

空手教室皆勤表彰

TOWN TOPICS
まちの話題

「スポーツのチカラ」Ｂ＆Ｇ巡回写真展

　５月１５日（土）から６日間、Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館で

東京２０２０応援プログラムＢ＆Ｇ巡回写真展「スポーツ

のチカラ」が開催されました。オリンピック・パラリンピック

で活躍したアスリートのベストショットを、５０点以上展示

しました。

　来場された方はアスリートの一瞬のメッセージを感慨

深げに見学していました。

生涯学習スタート！
　5月から生涯学習の講座がスタートしました。まだ募集

を行っている講座もありますのでお気軽にお問い合わせ

ください。

河川周辺の草刈り作業に
ご協力ください

　振草川漁業協同組合では大千瀬川流域の河川環境整

備活動として、今年度2度目の草刈り活動を行います。町民

の皆さまのご協力をお願いします。

　　実施日　　　 6月27日（日）　午前中

　　実施場所　　各地区に分かれて行います。

　  　　　　　　 （詳細はとうえいチャンネルをご覧ください。）

　　募集期間　　6月21日（月）まで

ご協力いただける方は、東栄町商工会までご連絡ください。

　空手教室「志成館」に、令和２年度1年間休まず出席した

部員が表彰されました。コロナ禍で制約が多い稽古でし

たが、ご家庭や地域の方々のご協力により教室の継続運

営ができました。今年度も、毎週月曜日と水曜日の午後7

時３０分から中設楽ふれあいプラザで稽古を行っていま

す。一緒に稽古に励み心身ともに成長を目指す部員を募

集中です。 ぜひ、直接教室へご来場ください。



どんな時に使うの？

避難勧告や緊急地震速報、火災発生時など、町民

の生命や財産に関わる緊急時、及び、その他緊急性

を伴う行政情報があった際に使用します。戸別受信

機、タブレット端末を通して音声放送が流れます。

使用方法は？

どちらの端末も、初期設定をした上で貸与しま

すので、設置するだけで使用できます。原則、町

民の方が機器の操作をしていただく必要はあり

ません。

広報とうえい  2021.6月号5
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3

4

5

総務課より総務課より

令和３年６月７日（月）から 令和３年８月３１日（火）まで

緊急時の防災行政無線受信のための
戸別受信機、タブレット端末を無償貸与します

町では、携帯電話を持たない世帯や携帯電話不感地域に居住する世帯等を対象に

防災行政無線受信用の戸別受信機、又はタブレット端末を無償貸与いたします。

●提出先・問い合わせ先　　　総務課　☎76・０５０1

対象世帯

申請期間

申請スケジュール

①携帯電話等とは次の端末を指します。

　　フィーチャーフォン（ガラケー）、スマートフォン、タブレット

②同一世帯内の満１８歳以上で、どなたか１人でも携帯電話等を所有している場合、（２）に該当しません。

③いずれかのキャリアが圏内である場合は、（4）に該当しません。

　　【例：ドコモは圏外でも、auが圏内の場合は該当しない。】

次の（１）及び（２）（３）（４）のいずれかに該当。

（１） 町内に住所を有し、かつ、居住している世帯の世帯主

（２） 満１８歳以上の人で、携帯電話等を所有する人がいない世帯の世帯主

（３） 障がいなどのある人のみで構成されている世帯の世帯主

（４） 携帯電話不感地域に居住する世帯の世帯主

申請書類の受け取り

補足

貸付機器
戸別受信機、又はタブレット端末

世帯の電波状況を調査し、機器を決定します。

戸別受信機等借受申請書を役場総務課で受け取り。　ご連絡いただければ、郵送での対応も可能です。

申請書類への記入

申請書類に申請者氏名、住所、電話番号等をご記入ください。

申請書類の提出

記入した申請書類を役場総務課へ提出してください。

決定（却下）通知書を申請者へ送付

役場は申請書類を精査。

申請世帯の電波伝搬調査を実施後、貸付機器を選定した上で申請者に審査結果を通知します。

戸別受信機、タブレット端末の配布・設置

貸与を決定した世帯のみ端末を配布します。　機器の設定、設置は町で行います。

※８月３１日（火）必着



高校卒

短大卒

大学卒

150,600円

163,100円

182,200円

1.3月分

1.25月分

2.55月分

0.95月分

0.95月分

1.9月分

2.25月分

2.2月分

4.45月分

144,800円

ー

ー

ー

200,700円

212,600円

大学卒

高校卒

一 般

行政職

 281,400円

ー

 238,500円

ー

ー

ー

ー

  311,100円

一般行政職

区　　分

区　　分

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級

早期・定年自己都合

期末手当 勤勉手当 計 給  料（月額）

報  酬（月額） 期末手当

技能労務職 保 健 師

１０年以上

１５年未満

１５年以上

２０年未満

２０年以上

２５年未満

２５年以上

３０年未満

226,973千円

238,673千円

234,685千円

230,815千円

250,264千円

99,151千円

115,028千円

159,797千円

180,492千円

174,692千円

326,124千円

353,701千円

394,482千円

411,307千円

424,956千円

66人

66人

75人

108人

115人

4,941千円

5,359千円

5,259千円

3,808千円

3,695千円

89.4%

90.6%

89.1%

87.1%

88.3%

給　　料 職員手当 給　　与 職 員 数 1人当たり給与 ラスパイレス指数

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与を100とした場合の東栄町職員の給与水準（平成24、25年度は国家公務員の時限的な給与減額
　 措置による）　令和元年度は決算認定前のため、見込みの数字です。　　※職員数は令和２年４月１日現在の人数です。

6

東栄町職員の給与費・特別職の報酬等を公表します
職員給与費の状況（普通会計決算）

職員の初任給の状況（月額）

職員手当の支給割合（令和２年度）

一般行政職の級別職員数の状況

特別職の報酬などの状況 

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額

期末手当

勤勉手当

退職手当

６月期

１２月期

合  計

職務内容

職員数

構成比

前年比

主事補

35

 49.30%

11.8ポイント

主　事

7

9.86%

–1.08ポイント

係　長

20

28.17%

–3.08ポイント

課長補佐

1

1.41%

–3.28ポイント

課　長

6

8.45%

–2.49ポイント

課　長

2

2.82%

–1.87ポイント

町　長

副町長

教育長

605,000円

518,000円

456,000円

０．５割削減

０．５割削減

０．５割削減

議　長

副議長

常任委員長

議　員

280,000円

200,000円

190,000円

180,000円

６月期

１２月期

合  計

2.42875月分

2.42875月分

4.8575月分

勤続２０年

勤続２５年

勤続３５年

最高限度額

19.6695月分

28.0395月分

 39.7575月分

47.709月分

24.586875月分

33.27075月分

47.709月分

47.709月分

（令和2年4月1日現在）

（令和3年4月1日現在）

（令和3年4月1日現在）

（令和3年4月1日現在）

1

2

3

4 5

6

1

2

3

4 5

6

平成２８年度

平成２9年度

平成30年度

令和元年度

令和　２　年度
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こ
の
た
び
の
役
員

改
選
に
お
き
ま
し
て

引
き
続
き
議
長
の

職
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

地
方
行
政
を
と
り
ま
く
情
勢
は
ま
こ
と
に
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
決
意
を
新
た
に
町
執
行
部
と
と
も
に
町

民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
自
然
豊
か
な
町
と
な
る
よ
う
町
民

の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
運
営
の
た
め
、
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
㕳㕰
日
に
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、
議

会
の
人
事
を
含
め
た
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
次
の
と
お
り
構
成
が
決
ま
り
、

新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

議
長 

原
田
　
安
生

副
議
長 

加
藤
　
彰
男

議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

議
会
の
新
体
制

東
栄
町
議
会
議
長

　
　
　

原
田
安
生

 

委
員
長　
　

伊
藤　

芳
孝

 

副
委
員
長　

加
藤　

彰
男

 

委
員　

伊
藤
真
千
子

 

伊
藤　

紋
次

 

山
本　

典
式

 

委
員
長　
　

伊
藤　

紋
次

 

副
委
員
長　

伊
藤
真
千
子

 

委
員　

浅
尾
も
と
子

 

伊
藤　

芳
孝

 

加
藤　

彰
男

 

森
田　

昭
夫

 

山
本　

典
式

 

委
員
長　
　

山
本　

典
式

 

副
委
員
長　

伊
藤　

芳
孝

 

委
員　

浅
尾
も
と
子

 

伊
藤
真
千
子

 

伊
藤　

紋
次

 

加
藤　

彰
男

 

森
田　

昭
夫

議
会
運
営
委
員
会

総
務
経
済
委
員
会

文
教
福
祉
委
員
会

ந໐ӔӨଽࣴ౫חח

ந໐ӔӨଽࣴ౫חח

ӔӨࣰຎ

Ӕओྔ௮็૱Ө新౫

長༭෯ၗ

ӔӨפؔׯי

委༛

委༛

事

委༛

委༛

委༛

業種

1,660

2,390

13,250

870

3,150

7,500

28,820

13,665

ဪࢯ町፟地༊ྂ՛״ஏ新務

ဪࢯ町፟ၗ༊ྂ՛״ఢ成ਸֲ፟地選࿊務

፟ၗࡸኬᇓচ༘改ፕ事

፟ၗ൚田༘ဎ໐ፘಀଫ務委༛Ө

෯ၗ౮็ଙ務委༛Ө Ө Ө

ဪࢯ町෯ၗ事෯ಱଙ௮務委༛

工　事　名　等

令
和
３
年
度

４
月
の
入
札
結
果

計

業者名等 落札金額【千円】 予定価格【千円】

Åฯᄌ

｟
敬
称
略
｠



問合せ 経済課　　７６ ・ 1812問合せ 振興課　　７６ ・ 0502

問合せ 教育委員会　　７６ ・ 0509問合せ 教育委員会　　７６ ・ 0509

まちからのお知らせ

8

森林所有者が自ら伐採するときは、

森林所有者。

立木を買い受けて伐採をするとき

は、買受人と森林所有者の連名。

伐採を開始する日の９日～３０日前

伐採する森林がある市町村

届出をしない場合、１００万円以下

の罰金に処される事があります。

（森林法第２０７条）

伐採および伐採後の
造林の届出等の制度について第６次総合計画 後期計画

基本目標　２．豊かな文化と心を育むまちづくり

　町では、時代を見据えた多様な学習ができるよう、

文部科学省が提唱するＧＩＧＡスクール構想推進に

より、ICT教育環境を整え、その効果的な活用を図っ

ています。

　中学校では、電子黒板を活用し

て海外研修で交流しているカナ

ダのRCA校の生徒とオンライン

交流を行いました。

ＩＣＴ教育を実施しています

・届出者

・届出時期

・届出先

・罰則

　森林の立木を伐採する場合は、森林法に基づき、

事前に「伐採及び伐採後の造林の届出書」の提出

が必要です。

※なお、「保安林」の立木を伐採する場合は、県の許可が

必要です。詳しくは、新城設楽農林水産事務所林業振

興課 ☎０５３６・６２・０５４７までお問い合わせ下さい。

作品展示　　

　令和３年10月30日（土）～11月７日（日）

　Ｂ＆Ｇ体育館

町民芸能祭り　 　

　令和３年10月31日（日）　花祭会館

文化講演会　 

　令和３年10月31日（日）　花祭会館

今年度の文化事業開催予定生涯学習講座参加者を
募集中です
６月スタート講座

・東栄町文化祭

・東栄町成人式

　今年度の文化事業を次のとおり開催を予定して

います。 文化祭につきましては、例年より期間を

延長して開催する予定です。

日　時　令和４年１月９日（日）午後２時～

会　場　東栄中学校体育館

みんなと楽しくお腹の底から大好きな歌を歌いま

しょう。初めての方や男性の参加者も大歓迎です。

第１回　６月２５日（金）  （全９回）

　　　　　午後７時30分から午後９時　花祭会館

対象　　一般

思わずみんなに教えたくなるサイエンスマジック。 

あっ！と驚く体験の連続。

新しい発見を見つけてみませんか。

第１回　６月２７日（日）  （全５回）

　　　　　午前１０時から１１時３０分

　　　　　B&G体育館事務室

対象　　中学生から一般

・さわやかコーラス　

・理科と手品で不思議研究講座

※パーテーションの使用など感染症対策をして実施します。



中部電力パワーグリッド㈱新城営業所

☎０１２０ ・ ９８５ ・２３２
問合せ
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6月1日～10日は

電波利用環境保護周知啓発強化期間です。

人権擁護委員は

あなたの街の身近な相談パートナーです。

電波のルールは
必ず守りましょう

　電波の利用にはルールがあります。無線機器を

使用するときは、必ず「技適マーク」が付いているか

確認してください。

　また、外国規格の無線機器は、防災行政無線や

テレビ放送等に妨害を与えるおそれがあり、国内

では使用できません。

　

【問い合わせ先】

　総務省 東海総合通信局

・ 不法無線相談　　 ☎０５２ ・ ９７１ ・ ９１０７

・ テレビ等の受信障害の相談

　　　　　　　　　　　　  ☎０５２ ・ ９７１ ・ ９６４８

機能１ 緊急時に避難施設を検索！

更に便利になった 停電情報
お知らせサービスのご案内

　外出時や在宅時など、あらゆる場面で災害が発

生した際、周辺の避難施設の検索や避難施設への

ルートが検索可能に。

機能2 停電情報をプッシュ通知でお知らせ！

　登録した地域の停電情報をプッシュ通知でお知ら

せします。停電地域をマップ上に表示するため、ご家

族のいる地域での停電情報も一目で確認できます。

機能3 電気に関する相談をチャットで解決！

　トークアプリ感覚で、お好きな時間に、少しの時

間で、お問い合わせが可能です。ご相談・ご質問に、

オペレータから分かりやすくお返事します。

登録（無料）はこちらから

問合せ
名古屋法務局新城支局
☎０５３６ ・ ２２ ・ ０４３７

６月１日は
人権擁護委員の日です

　隣近所のもめごと、家族間の問題、体罰やいじめ、

職場におけるセクハラ、ＤＶ等でお悩みの方は、下記人

権擁護委員又は、相談所へお気軽に御相談ください。

相談は無料で、秘密は厳守

します。

【特設人権相談】

【人権擁護委員】

最寄りの会場

相談日　令和３年６月２日（水）

場　所　東栄町役場　小会議室

時　間　午前１０時から午後３時まで

 

岡田 さとみ　　     和合　真由美

原　　さき子　　　　 亀山　邦江

名古屋法務局新城支局　新城人権擁護委員協議会

新城図書館（6/21・30休館）

　　　　　　　　　　 ☎０５３６・２３・２３３３

設楽町立田口小学校資料室（土・日休館）

　　　　　　　　　　 ☎０５３６・６２・００５９

教科書展示会の開催

　愛知県教育委員会では、県民の皆さんの教科書に

対する理解や関心を深めていただくために、県内29

か所の教科書センターで教科書展示会を開催します。

　展示会場には投書箱を用意しますので、教科書に対

するご意見やご要望を

お寄せください。

期　間　６月４日（金）～７月１日（木）

　　　　　９時～１６時

※開館時間、休館日などは、それぞれの施設の規定に

　 よります。

▼Android はこちら ▼ＩＯＳはこちら

中部電力パワーグリッド

のサービス提供エリア内

（愛知県、岐阜県（一部地

域除く）、三重県（一部地

域除く）、静岡県（富士川

以西）、長野県）

【技適マーク】



●
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　
☎
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

information 暮らしの情報

●
問
い
合
わ
せ
先

　
豊
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
豊
橋
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

　
☎
０
５
３
２
・
５
２
・
１
１
１
１

 

今
回
は
、
消
毒
用
ア
ル
コ

ー
ル
の
安
全
な
取
扱
い

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
発
生
に
伴
い
、

手
指
の
消
毒
等
の
た
め
、

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
使

用
す
る
機
会
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
一
般
に
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
、
次

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
特
徴

・
火
気
に
近
づ
け
る
と
引
火
し
や
す
い
。

・
ア
ル
コ
ー
ル
か
ら
発
生
す
る
可
燃
性
蒸
気

は
、
空
気
よ
り
重
く
、
低
い
と
こ
ろ
に
た
ま
り

や
す
い
。

　

こ
の
た
め
、
ご
家
庭
や
事
業
所
な
ど
に
お
い

て
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
用
す
る
場
合
、

次
に
示
す
火
災
予
防
上
の
注
意
事
項
に
十
分

注
意
の
上
、
安
全
に
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

火
災
予
防
上
の
注
意
事
項

・
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
用
す
る
と
き
は
、

火
気
の
近
く
で
使
用
し
な
い
こ
と
。

・
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
容
器
に
詰
め
替
え

る
場
合
は
、
漏
れ
、
あ
ふ
れ
又
は
飛
散
し
な

い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
詰
め
替
え

た
容
器
に
「
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
」
や
「
火
気

厳
禁
」
な
ど
の
注
意
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

・
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
設
置
・
保
管
す
る

場
所
は
、
直
射
日
光
が
当
た
る
場
所
や
高

温
と
な
る
場
所
は
避
け
る
こ
と
。

・
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
容
器
を
落
下
さ
せ

危
険
物
安
全
週
間
で
す

　

６
月
６
日
｟
日
｠
か
ら
㕱㕲
日
｟
土
｠
ま
で
、
危

険
物
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
的
に
危
険
物
安

全
週
間
が
行
わ
れ
ま
す
。

令
和
３
年
度 

愛
知
県

６
月
の
第
２
週
は

　

福
祉
・
介
護
業
界
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る

方
や
興
味
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
「
福

祉
・
介
護
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
」
を
、
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
６
月
20
日(

日)

午
後
１
時
～
４
時

　

Å

求
職
者
受
付
は
午
後
３
時
45
分
ま
で

と
こ
ろ
　
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
豊
橋

　

｟
豊
橋
市
藤
沢
町
1
4
1
｠

対
象
　
新
卒
予
定
の
学
生
お
よ
び
一
般
求
職
者

内
容
　
求
人
事
業
所
と
の
直
接
面
談
や
資

格
に
関
す
る
相
談
｟
50
法
人
参
加
予
定
｠

そ
の
他
　
入
場
料
無
料
で
随
時
入
退
場
可
能

最
新
の
情
報
に
つ
い
て
は
豊
橋
市

社
会
福
祉
協
議
会
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

福
祉
・
介
護
の

就
職
総
合
フ
ェ
ア
〜
東
三
河
〜

　

休
業
中
の
方
な
ど
の
転
職
を
支
援
し
ま
す
。

働
き
な
が
ら
職
業
訓
練
を
受
講
で
き
ま
す
。

訓
練
期
間
中
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
｟
月

㕱㕰
万
円
｠
を
支
給
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
方
は
、
以
下
に

該
当
す
る
方
で
す
。

・
収
入
が
一
定
額
以
下
の
方

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
し
て
い
る
方

・
全
て
の
訓
練
に
出
席
で
き
る
方

　

ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
訓
練
期
間
、
訓

練
修
了
後
も
積
極
的
に
就
職
支
援
を
行
い

ま
す
。

働
き
な
が
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

10

●
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

　
　
　 

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
４
８
０
９

た
り
、
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
る
こ
と
。

 

ア
ル
コ
ー
ル
の
危
険
性
を
認
識
し
、
適
切

に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
｟
第
四
類
・
ア
ル
コ
ー

ル
類
｠
の
貯
蔵
ま
た
は
取
扱
い
数
量
が
80
リ

ッ
ト
ル
以
上
と
な
る
場
合
、
消
防
法
令
に
基

づ
く
届
出
や
申
請
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

事故ゼロへ 
トライ重ねる ワンチーム

今Ⴉ度֭෮ුᅮ
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東
栄
町
の
ホ
タ
ル
を

　
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

四
季
の
魅
力
を
ご
紹
介

「
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
」

　

５
月
は
じ
め
、
町
内

の
方
に
見
頃
を
迎
え

た
「
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
」
を

紹
介
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ラ
ン
科
の
と
て

も
貴
重
な
植
物
で
、
絶

滅
危
惧
種
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
ク
マ
ガ
イ

ソ
ウ
。
山
仕
事
中
に
み

つ
け
た
も
の
を
２
株

植
え
た
と
こ
ろ
か
ら
、

育
て
始
め
た
そ
う
で

す
。
育
て
よ
う
と
し
て
も
、
な
か
な
か
根
が
は

り
に
く
い
そ
う
で
、
直
射
日
光
の
当
た
ら
な

い
森
の
中
の
半
日
蔭
で
育
つ
繊
細
な
植
物
。

毎
年
こ
の
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
を
楽
し
み
に
、
イ
ノ

シ
シ
な
ど
に
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
ネ
ッ
ト
除

け
を
し
て
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

花
の
名
は
、
源
平
の
戦
い
で
平
敦
盛
｟
た
い

ら
の
あ
つ
も
り
｠
と
一
騎
打
ち
を
し
た
熊
谷

直
実
｟
く
ま
が
い
な
お
ざ
ね
｠
が
背
負
っ
た
鎧

飾
り
に
袋
状
の
唇
弁
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら

名
づ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

清
ら
か
な
水
が
流
れ
る
東
栄
町
。
そ
ん
な
清

流
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
、
例
年
6
月
中
旬
ご
ろ

か
ら
美
し
い
ホ
タ
ル
の
光
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
東
栄
町
の
ホ
タ
ル
は
、
捕
獲
や
飼

育
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な
く
、
こ
の
地
に
根
付

き
生
ま
れ
て
い
る
「
天
然
も
の
」
で
す
。
高
い
位

置
を
乱
舞
す
る
の
で
、
夜
空
を
見
上
げ
る
と
星

と
ホ
タ
ル
の
輝
き
を
同
時
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
景
色
が
楽
し
め
る
の

は
、
他
の
地
区
を
見
比
べ
て
も
少
な
い
そ
う
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
で
感
染
リ
ス
ク
を
避
け

た
行
動
が
必
要
で
す
が
、
こ
の
機
会
に
地
元
を

見
つ
め
直
し
、
ホ
タ
ル
の
光
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
す
か
？
観
賞
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は

当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

 

　
　
　
　
　
　
　
☎
７
６
・
１
７
８
０

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り
Vol.47

み
ん
な
で

 

つ
く
る
！

こ
ん
に
ち
は！

東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

　
以
前
は
、
東
栄
医
療
セ
ン
タ

ー
の
外
来
で
、
看
護
師
と
し
て

働
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
浦
川

か
ら
通
っ
て
い
る
の
で
、
東
栄

町
の
地
区
や
道
を
覚
え
る
こ

と
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
知

ら
な
い
方
言
も
あ
り
、
戸
惑

い
・
緊
張
の
日
々
で
す
。
そ
ん

な
緊
張
の
中
、
訪
問
先
で
、
優

し
く
迎
え
て
く
だ
さ
る
の
で

感
謝
の
毎
日
で
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
の
気
持
ち
に
寄

り
添
っ
た
支
援
が
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
最
後
ま

で
読
ん
で
頂
い
て
、

「あ
り
が
っ
さ
ま
ね
。
」

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
｟
地
域
支
え
あ
い
推
進
員
｠

と
し
て
東
栄
町
の
皆
さ
ん
が

支
え
あ
い
、
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

こ
の
町
に
住
ん
で
㕲㕰
年
、
町

の
皆
さ
ん
の
温
か
い
見
守
り

の
中
で
子
育
て
が
で
き
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
温
か

い
つ
な
が
り
が
続
い
て
い
く
よ

う
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

新
し
い
職
員
の
紹
介
を
し
ま
す
。

様子֭ؠ״ؐ

כײיסؓפ

山﨑　瞳

伊藤千秋
փ֧օӨ֠ց

־Өֱֽ֧֕׃
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４
月
26
日
に
１
年
生
を
む
か
え
る

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
会
執
行
部
が
中
心
と
な
っ
て

計
画
を
立
て
、
６
年
生
が
会
の
進
行

に
協
力
し
な
が
ら
、
全
校
で
交
流
し

ま
し
た
。

　

１
年
生
は
、
６
年
生
と

ペ
ア
に
な
っ
て
、
お

立
ち
台
の
上
で
ポ

ー
ズ
を
決
め
な
が

ら
入
場
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
執
行
部

役
員
が
名
前
や
好

き
な
こ
と
・
も

の
に
つ
い
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を

し
ま
し
た
。
１

年
生
は
、
元
気

な
声
で
答
え
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
最
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
と

を
考
え
、
密
や
飛
沫
を
避
け
る
よ
う

に
計
画
し
た
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
に
よ
る

伝
言
ゲ
ー
ム
で
す
。
「
野
球
」
や
「
う

さ
ぎ
」
な
ど
の
お
題
に
つ
い
て
、
必

死
に
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
伝
え
る
姿
が

微
笑
ま
し
か
っ
た
で
す
。

　

１
年
生
の
み
な
さ
ん
が
、
東
栄
小
の

一
員
と
し
て
頑
張
る
姿
を
見
せ
て
く

れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
７
日
｟
水
｠
、
入
学
式
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
度
の
新
入
生
は
17
名

で
す
。
校
長
先
生
か
ら
は
、
「
当
た
り

前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
る
生

徒
に
な
り
ま
し
ょ

う
。
」 

「心
に
木
を

植
え
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
『
本
気
』

と
い
う
木
｟
気
｠

を
育
て
、
『
や
る

気
、
元
気
、
根
気
、

勇
気
』
と
い
う
四

本
の
木
を
加
え

て
、
大
き
な
森
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
」 

「生
徒
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

『
百
花
繚
乱
～
一
人
一
人
の
花
を
咲

か
せ
よ
う
』 

で
す
。
㕵㕷
の
花
が
一
つ

一
つ
、
力
一
杯
咲
き
誇
っ
て
く
だ
さ

い
。
」
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

新

入
生
代
表
か
ら
は
、
「
３
年
間
で
心

も
体
も
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い

く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
」
と
力
強
い

言
葉
が
あ
り
、
全
校
生
徒
㕵㕷
名
の
東

栄
中
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

１
年
生
は
、
「
桜
梅
桃
李
｟
お
う
ば

い
と
う
り
｠—
一
人
一
人
の
花
を
咲

か
せ
て
い
こ
う
！
」
、
個
性
を
認
め

合
い
、
一
人
一
人
が
自
分
の
花
を
咲

か
せ
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
年
生
は
、
一
路
邁
進
｟
い
ち
ろ
ま

い
し
ん
｠
—
自
分
の
道
を
突
き
進
め

—
」
、
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
全
力

で
楽
し
く
進
ん
で
い
こ
う
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

３
年
生
は
、
「
百
折
不
撓
｟
ひ
ゃ
く

せ
つ
ふ
と
う
｠
」
、
失
敗
か
ら
学
び
、

諦
め
ず
に
挑
戦
し
続
け
る
と
い
う

言
葉
の
意
味
か
ら
、
最
上
級
生
と
し

て
さ
ら
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
て
努

力
す
る
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
新
入
生
は
、
普
通
科
㕱㕱
名
、
林

業
科
㕱㕵
名
で
す
。
新
入
生
に
よ
る
宣
誓
で

は
、
代
表
者
が
校
訓
の
も
と
精
一
杯
努
力

し
て
い
く
旨
を
誓
い
ま
し
た
。

 

高
校
生
活
に
慣
れ
、
学
業
に
励
み
、
そ
れ
ぞ
れ

の
進
路
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

翌
日
に
は
、
始
業
式
・
新
転
任
式
・
山
嶺

教
室
と
の
対
面
式
を
行
い
ま
し
た
。

入
学
式  　

・
始
業
式

東
栄
小
へ
よ
う
こ
そ
！

入
学
式
！

学
級
訓
が

決
ま
り
ま
し
た
！

入学式֭ዻ子入学式֭ዻ子

修
学
旅
行

　

昨
年
度
の
２
年
生
修
学
旅
行
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
延
期
し
て
い
ま
し
た
が
、
３
年

生
と
な
り
、
旅
行
日
数
を
短
縮
し
、
行
先
を

変
更
し
て
よ
う
や
く
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
豊
川
海
軍
工
廠
で
の
平
和
学

習
、
犬
山
市
街
・
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
の
自
由

散
策
や
多
治
見
の
タ
イ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

５
月
の
田
口
高
校　

感
染
対
策
に
十
分
気
を
つ
け
な
が
ら
、
今
年
の
鴨
山
演
習
林
実
習
が
始

ま
り
ま
し
た
。
５
月
下
旬
に
は
林
業
科
１
年
生
の
初
め
て
の
演
習
林
実
習
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
海
軍
工
廠
で
多
く
の
方
が
犠
牲
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
は
、
同
じ
県
民
と
し
て
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
た
い
。
平
和
を
こ
れ
か
ら
も
願
っ
て
い
た
い
。

●
予
想
以
上
に
見
る
場
所
が
あ
り
、
女
子
｟
先
生

も
｠
全
員
で
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
を
着
ら
れ
て
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
。

●
行
先
が
身
近
な
所
に
な
っ
た
時
は
あ
ま
り
乗
り

気
で
は
な
か
っ
た
が
、
実
際
に
行
く
と
、
自
分
の

知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

֮փ！
ӨӨؒ՛ׯ！！

։名前֮i

֟֒ i֊ׇ！

４/６

　

新
た
に
新
城
東
高
等
学
校
か
ら
鈴
木
敏
夫

校
長
、
東
三
河
教
育
事
務
所
新
城
設
楽
支
所

か
ら
牧
野
剛
事
務
長
、
そ
し
て
、
豊
田
工
業

高
校
か
ら
清
田
智
己
先
生
が
着
任
し
ま
し
た
。

新
転
任
式

４/7

４/8 ４/7

[

生
徒
の
感
想]
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令
和
３
年
度



優
良
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
の
日
に
、
設
楽
警
察
署
内
で

の
講
習
受
講
後
｟
30
分
程
度
｠交
付
さ
れ
ま
す
。

一
般
・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
後
に
講
習
日
を
指
定
し
ま
す

の
で
、そ
の
講
習
を
受
講
後
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、
更
新
手

続
き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

※

警
察
署
で
の
更
新
受
付
は
、
す
べ
て
平
日
の

正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間
で
す
。

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

不
法
就
労
・
不
法
滞
在
防
止
に

ご
協
力
を
！

◎
不
法
残
留
者
数
の
推
移（
法
務
省
統
計
）

　

日
本
に
滞
在
し
て
い
る
不
法
残
留
者
の
数
は
、

令
和
２
年
７
月
１
日
現
在
８
万
２
,
６
１
６
人

で
あ
り
、
こ
の
大
半
は
、
不
法
に
就
労
し
て
い

る
と
み
ら
れ
、
凶
悪
犯
罪
や
薬
物
犯
罪
等
の
悪

質
で
組
織
的
な
犯
罪
に
関
与
す
る
者
も
い
る

な
ど
、
我
が
国
に
お
け
る
来
日
外
国
人
問
題
の

根
源
的
な
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
治
安
対
策
上

極
め
て
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〜
事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ
お
願
い
〜

◇
外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
は
、
適
正
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
外
国
人
で
あ
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
、
旅
券
、
在
留
カ
ー
ド
、
就
労
資
格

証
明
書
｟
希
望
す
る
外
国
人
に
交
付
さ
れ
る
｠

等
を
、
コ
ピ
ー
で
は
な
く
実
物
で
在
留
資
格
、

在
留
期
間
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
留
学
生
等
に
つ
い
て
は
資
格
外
活
動
の
許

可
の
有
無
、
ま
た
、
許
可
さ
れ
た
活
動
内
容
も

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
在
留
カ
ー
ド
に
は
、
就
労
制
限
の
有
無
や
資
格

外
労
働
許
可
に
関
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
雇
用
す
る
際
は
こ
れ
ら
の
欄
も
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
外
国
人
を
雇
用
す
る
際
に
、
該
当
外

国
人
が
不
法
就
労
者
と
な
る
こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
在
留
カ
ー
ド
の
未
確
認
な
ど
の

過
失
が
あ
れ
ば
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
点
に
留
意
し
、
就
労
が
認
め
ら
れ
て

い
な
い
外
国
人
を
決
し
て
雇
わ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
歌
壇

四
月
詠
草

佐
々
木
秀
子

山
城
　
　
安

竹
田
　
正
子

小
石
　
直
子

堂
地
　
雅
子

渡
辺
　
禮
子

伊
藤
　
清
子

内
藤
　
久
代

鈴
木
　
政
子

杉
野
み
つ
子

Å

総
合
優
勝
は
、
全
員
参
加
で
最
後
ま
で

　

的
中
し
つ
づ
け
た
人
が
優
勝
で
す
。

あ
ざ
み

は
し
ゃ

を

し
ゅ

あ
か
し
ろ

弓
友
会 

月
例
会
成
績
表

5
月
7
日 

東
栄
町
弓
道
場

優 

勝

二 

位

三 

位

優 

勝

伊
藤　
　

勉

西
林　

信
彦

三
城　

信
和

森
上　

祥
高

優 

勝

伊
藤　

睦
美

優 

勝　

加
藤　

育
代

二 

位　

伊
藤　

礼
子

一
部

二
部

女
子

総
合

国
道
の
路
肩
の
土
を
剥
ぐ
工
事
蛍
袋
も
薊
も
絶
え
る

春
彼
岸
変
わ
る
こ
と
な
き
山
の
中
墓
も
変
わ
ら
ず
曾
孫
は
燥
ぐ

今
日
も
ま
た
春
の
日
差
し
を
背
に
受
け
て
草
を
相
手
の
幸
せ
味
わ
う

施
設
に
て
家
を
思
へ
り
今
頃
は
こ
の
花
あ
の
花
開
き
て
居
ら
む

娘
着
た
初
宮
参
り
の
朱
の
着
物
孫
が
羽
織
り
て
神
楽
鈴
聴
く

新
聞
の
桜
の
写
真
切
り
抜
き
て
籠
り
居
の
わ
が
花
見
と
し
た
り

水
し
ぶ
き
上
げ
て
洗
顔
許
さ
れ
る
術
後
七
日
目
桜
舞
う
朝

花
桃
は
連
な
る
山
の
波
の
如
し
織
り
な
す
紅
白
通
勤
の
朝

鶯
の
さ
さ
鳴
き
聞
こ
ゆ
晴
れ
の
朝
重
い
心
に
春
の
訪
れ

プ
ラ
ン
タ
ー
で
育
て
る
豌
豆
競
い
あ
い
白
き
花
つ
け
空
に
向
か
い
て
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東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

｟
自
動
車
関
連
窃
盗
｠

・
特
殊
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

1
件 

｟
4
｠

1
件 

｟
3
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
1
｠

0
人 

｟
0
｠

0
人 

｟
1
｠

5
件 

｟
21
｠

2
件 

｟
10
｠

2
件 

｟
8
｠

0
件 

｟
5
｠

0
人 

｟
5
｠

27
件 

｟
94
｠

郡 

内

Å

｟　

｠
内
は
1
月
か
ら
の
累
積

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
３
年
4
月

●
問
い
合
わ
せ
先　

県
建
設
局
砂
防
課

　
　

☎
０
５
２
・
９
５
４
・
６
５
５
８

運
転
免
許
更
新
の
ご
案
内

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

 

設
楽
警
察
署　

６
２
・
０
１
１
０

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
ポ
イ
ン
ト

◇
普
段
か
ら　

お
住
ま
い
の
周
辺
に
土
砂

災
害
警
戒
区
域
な
ど
に
指
定
さ
れ
た
場

所
が
あ
る
か
ど
う
か
、
県
の
土
砂
災
害

情
報
マ
ッ
プ
な
ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◇
雨
が
降
り
始
め
た
ら　

気
象
情
報
な

ど
で
雨
雲
の
動
き
や
今
後
予
想
さ
れ
る

雨
の
量
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◇
大
雨
が
長
時
間
降
り
続
い
た
ら
　
降
雨

に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高

ま
る
と
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発
表

さ
れ
ま
す
。
お
住
ま
い
の
市
町
村
が
出
す

避
難
指
示
な
ど
の
情
報
に
も
注
意
し
て
、

安
全
な
場
所
に
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

６月は「土砂災害防止月間」です

　

不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
最
寄
り
の
警
察

署
又
は
名
古
屋
出
入
国
在
留
管
理
局
に
問
い
合

わ
せ
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
在
留
カ
ー
ド
と
は 

　

中
長
期
在
留
者
に
対
し
、

上
陸
許
可
や
在
留
資
格
の
変
更
許
可
、
在
留
期
間

の
更
新
許
可
な
ど
、
在
留
に
係
る
許
可
に
伴
っ
て

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
在
留
カ
ー
ド
に
は

偽
変
防
止
の
た
め
の
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
搭
載
さ
れ

て
お
り
、
カ
ー
ド
面
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
全
部

ま
た
は
一
部
が
記
録
さ
れ
ま
す
。



矢野　伸樹 宏樹 振草

内舘璃之輔 貴仁 御殿

施
設
利
用
（
4
月
）

戸
籍
の
窓
口

キヨノサチコ （偕成社）

※住民基本台帳　※単位：人

令和3年4月の利用者数施　　設　　名 4月までの累積利用者数

人
口
と
世
帯

5
月
新
着
図
書

人 口

男

女

世帯数

2,992

1,441

1,551

1,409

 −6）

−7）

+1）

−3）

転 入

転 出

出 生

死 亡

10

16

3

3

4月末日現在 前月比

交流促進センター 「 千 代 姫 荘 」

と う え い 温 泉

と う え い 健 康 の 館

グ リ ー ン ハ ウ ス （宿泊者）

体 育 施 設

118

0

8,125

238

27

707

（

（

（

（

（

（

0）

68）

2,492）

 179）

0）

82）

118

0

8,125

238

27

707

（

（

（

（

（

（

0）

68）

2,492）

179）

0）

82）

営業当初からの累計利用者数　3,618,731

4月16日～5月15日受付

※（　）内は前年度同月による　　※単位 ：人

14

　大治町立大治中学校で入学式が行われました。今

年度より、生徒の制服選択制が開始され、制服姿で

の新しい生活のスタートに笑顔があふれました。

大治町友好自治体

納
税
等

納期：6月30日

●個人町県民税

●国民健康保険料　

●保育料　　

●住宅使用料　　

●水道使用料（下水・農集排使用料含む）

●放課後児童クラブ利用料

森林体験交流センター

「スターフォーレスト御園」

（

（

（

（

●お悔やみ

●お誕生

氏　名　　　　 年 齢　  　住 所

氏　名　　　　 保護者　  住　所

の ぶ き

り の す け

伊藤　今夫 88 下川

平賀さなゑ 100 　　園　

※東栄町に住所を有し、町外で出生・死亡の届出をさ

れた方も掲載対象となりますので掲載を希望され

る場合は、お早めに住民福祉課へ申し出ください。

子育て支援センター（にこにこ広場）

●ノンタンシリーズ鎌田　實　（マガジンハウス）

カフカ　（KADOKAWA）

柴田ケイコ　（KADOKAWA）

●鎌田實の人生図書館

　

●人生を変えてしまうほどの、恋をした 

●パンどろぼうｖｓにせパンどろぼう

・ノンタンおしっこしーしー　

・ノンタンいないいなーい　

・ノンタンじどうしゃぶっぶー

・ノンタンおはよう



Tue Wed Thu Fri SatMonSun

6 June. 2021

東三河消費生活
東栄相談室

親子教室

民生委員児童委員
協議会定例会

集団がん検診 予防接種

予防接種

美魔女づくり教室

ノーメディアデー

表紙について

　のき山学校をメイン会場として行われた、

NPO法人てほへ主催のゴールデンウイーク

企画。5月3日(月)に開催された「どろんこ

遊び」の様子。　  　写真提供：NPO法人てほへ

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

ペットボトル等
回収日

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

ドレミの会（本郷
・二タ田・別所）

ドレミの会
(西薗目)

ドレミの会
(奈根)

さわやかクラブ

町議会
文教福祉委員会

総務経済委員会

町議会一般質問町議会本会議

人権・行政相談

町議会本会議
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※カレンダーのイベント等は、新型コロナウイルス感染症の予防等により、中

止・変更になる場合があります。中止・変更の際は対象者への個別連絡と

とうえいチャンネルへの掲載で対応しますので、ご了承ください。

ペットボトル・白トレイ
乾電池回収日

イベント・事業など

ドレミの会

保健事業

たんぽぽの会

ゆめ工房

3 4 5

6

1 2

10 11 12

13

7 8 9

17

24

18

25

19

2620

27

14

21

28

15

22

29

16

23

30

3130

321



総務課　　☎７６ ・ 0501

町からの
情報をチェック！
とうえいチャンネル

東栄町公式 SNS

LINEFacebook

　12チャンネルで、様々なまちの情

報を配信しております。とうえいチャ

ンネルについて、お困りの方は役場

総務課までお問い合わせください。 

　町では、SNSにより、まちの身近

な話題やできごとなど、魅力的な情

報をタイムリーに発信しています。 

※通信料は利用者

　 負担です。
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広報とうえい

１１

２０

２５

７５

１６

９１

歴史・伝統を知ろう

わがまちの伝統 ～花祭～ 足込地区編

このコーナーでは東栄町に住む人を紹介していきます。来月は、今月登場した人に紹介していただきます。

その 147

伊藤ゆかりさん

東栄町在住歴7年

 

（下田）


